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５
月
19
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
Ｊ
Ａ
農

業
セ
ン
タ
ー
の
外
装
改
修
工
事
が
７
月
９

日
に
終
了
し
、
イ
メ
ー
ジ
も
新
た
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。
自
然
を
基
調
に
趣
も
新
た

に
“
石
材
”
を
使
用
し
た
よ
う
な
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
で
す
。

　

改
修
の
主
な
場
所
は
外
壁
、
搭
屋
、
煙

突
な
ど
で
、
外
壁
の
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
焼
き

付
け
塗
装
の
合
計
面
積
は
約
１
，
０
１
７

平
方
㍍
。
搭
屋
の
外
壁
カ
ラ
ー
鋼
板
処
理

工
事
は
、
16
平
方
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
機
構
改
革
に
よ
る
営
販
体
制
の
強

化
に
伴
い
、
事
務
機
能
の
集
約
に
関
連
し

建
物
周
辺
の
駐
車
場
の
整
備
を
合
わ
せ
て

行
い
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
農
業
セ
ン
タ
ー

外
観
一
新
ド
レ
ス
ア
ッ
プ

　現在、北海道には「エゾオオマルハナバチ」
など 11種類の在来種のマルハナバチが生息
し、野生植物の受粉には不可欠な存在となっ
ています。
　一方で国は平成 18年に「セイヨウオオマ
ルハナバチ」を外来生物法で「特定外来生物」
に指定し飼育・保管・運搬等を規制し飼養
者に対しては野外逸出防止に向け適正に施
設を整備し管理を行うことを義務づけてい
ます。
　トマトやナスなどのハウス栽培で導入さ
れた「セイヨウオオマルハナバチ」は自然
でクリーンな受粉作業を実現し「安全で安
心、良質品な農作物を提供する」点で大き
く貢献している経過にあります。
　当 JAでは環境保護のため、７月 13日に
生産部会と協力して捕獲作業を実施しまし
た。この日は部会員・職員ら２～３名体制
で６地区を分担し、捕獲にあたりました。

セイヨウオオマルハナバチ捕獲

野外逸出に厳格管理も

　

当
Ｊ
Ａ
金
融
店
舗
窓
口
に
不
審
な
男
が
。

黒
服
に
メ
ガ
ネ
、
マ
ス
ク
の
い
か
に
も
強

盗
を
装
っ
た

男
に
よ
る
金

融
店
舗
防
犯

訓
練
が
７
月

13
日
の
営
業

終
了
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
旭
川
東
警
察
署
生
活
安
全

　Ｈ 28年度の第２回水稲現地研修会
が７月４日・５日に町内５会場で行
われました。上川農業改良普及セン
ター大雪支所の担当者が農作業・生
育概況を報告。６月 15日現在の生育
調査結果の報告では、平年比３日遅
れで茎数も少ないとのことです。特
に冷害危険期間での水管理では、①
日中は止水の実施②かん漑水の取り
入れは夕刻から早朝に実施③幼穂長
に合わせて徐々に深水にするなどの
基本技術や環境の清掃に加え、自ら
の発生予察の徹底と適期に防除する
ことなどが確認されました。

良質米生産に現地研修

課
の
指
導
と
協
力
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。
訓
練
は
犯
人
が
窓
口
に
ガ
ソ
リ
ン
と

ラ
イ
タ

ー
を
持

ち
込
み

現
金
を

要
求
す

る
と
の
想
定
で
入
店
か
ら
逃
走
ま
で
３
分

の
模
擬
で
す
が
、
実
戦
さ
な
が
ら
の
訓
練

で
す
。
金
融
店
舗
職
員
・

融
資
課
の
メ
ン
バ
ー
に
衝

撃
が
走
り
ま
す
。
講
評
で

は
東
警
察
署
水
野
係
長
は

現
金
を
落
と
し
て
時
間
稼

ぎ
し
た
こ
と
が
良
い
、
犯

人
の
特
徴
を
話
せ
た
こ
と
、

現
場
保
存
を
し
っ
か
り
し

て
い
た
こ
と
が
よ
か
っ
た

と
の
評
価
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

オ
ラ
ー
！
金
を
出
せ
！

窓
口
に
強
盗
が
！
　
金
融
店
舗

きれいになった外観

犯人役をなだめる様子
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　現政権が岩盤規制を改革するとしてターゲッ
トを当てた農業・農協改革。これに関連し、改
正農地法がこの 4月に施行された。もっとも注
目されるのが「農地を所有できる法人の要件が
緩和」されたことだ。
　農地法は平成 21 年に改正されていてこの時、
初めて企業の農業参入が認められたものの農地
を所有できる法人については規制があり条件の
制約があった。そのひとつが、役員の半数以上
が農業の常時従事者で、さらにその半数以上は
農作業に従事していること。もうひとつは農業
関係者以外の出資比率は４分の１以下で法人と
継続的な取引のある関連事業者としていること
と限定されていた。
　ところが、今回これがさらに緩和され、①農
作業従事の人数は「役員または重要な使用人の
うち最低 1人」とされたこと。②農外関係者の
出資比率は「2分の１未満」に置き換え、「関連
事業者に限る」と言う要件が撤廃されてしまっ
た。
　国は６次産業化を進める際、幅広く出資者を
求める必要があること、加工販売事業が広がれ
ば法人内で農作業従事者の比率が下がることな
どを要件変更の理由としている。一方、一般企
業の農地所有を認めるための「蟻の一穴」にな
るのではと危惧するものである。一般企業によ
る農地所有が認められたのは、戦後初めてのこ
とであるが、従来のように自然環境や水資源を
涵養する大きな役割を果たすこれまでの機能が、
十分に保持されるのか心配されるところである。
　理解できないことは、なぜ農地所有の容認を
急ぐ必要があるのかと言うことである。農地の
転用、土地の商品化など農業以外のメリットを
想定しているのではとの不安視する声もある。
　急激な農業規制緩和が地域の農業者の意向を
軽視した農地の利用など、乱暴な改革につなが
らないか注意が必要だ。

やはり理解できない
企業が農地を所有すること

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
永
年
の
間
親
し
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
“
三
菜
”
に
替
わ
り
、

美
瑛
町
の
素
材
を
メ
イ
ン
に
新
た
な
食
の

ス
ポ
ッ
ト
が
こ
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
致
し
ま

し
た
。
そ
の
名
も
「
美
瑛
彩
レ
ス
ト
ラ
ン

／
な
ご
み
の
森
厨
房
」
で
す
。

　

同
厨
房
の
特
徴
は
地
元
美
瑛
産
の
野
菜

や
肉
類
を
極
力
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
、
道
内
各
地
か
ら
取
り
寄
せ
る
新
鮮
な

魚
介
類
が
自
慢
で
、
こ
だ
わ
り
の
逸
品
が

提
供
さ
れ
、こ
れ
ま
で
と
は“
ひ
と
味
”違
っ

た
食
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
で
は
美
瑛
産
を
中
心

美
瑛
の
美
味
し
さ
を
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン

　
営
業

昼
11
時
～
14
時

夜
17
時
～
22
時
（
予
約
制
で
す
）

※
日
曜
の
夜
は
定
休
日
で
す

に
し
た
そ
ば
粉
で
自
家
製
麺
し
た
十
割
そ

ば
や
美
瑛
産
小
麦
１
０
０
％
の
つ
け
麺
の

美
瑛
カ
レ
ー
う
ど
ん
。
道
産
の
海
鮮
を
使

用
し
た
生
寿
司
、
美
瑛
産
野
菜
の
天
ぷ
ら
、

コ
メ
は
美
瑛
産
な
な
つ
ぼ
し
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
の
提
供
価
格
は
８
０
０
円
～
１
，

０
０
０
円
ほ
ど
。
週
替
わ
り
で
６
５
０
円

の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ン
チ
も
あ
り
ま
す
。
同
厨

房
は
、
夜
の
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。

同
点
の
姉
妹
店
で
あ
る
旭
川
市
で
展
開
の

「
海
鮮
居
酒
屋
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
」
や
「
祐

一
郎
商
店
」「
な
ご
み
庭
」
と
同
様
に
そ
の

日
仕
入
れ
た
新
鮮
な
道
産
の
魚
介
類
を
使

用
。
店
内
の
オ
ン
コ
と
白
樺
で
出
来
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
居
酒
屋
の
風
情
を
た
っ
ぷ

り
と
表
現
。
自
然
の
中
に
い
る
感
覚
で
新

鮮
な
農
産
物
を
メ
イ
ン
に
し
た
粋
な
料
理

が
楽
し
め
ま
す
。

ＪＡに食のスポット

農業センター 1階にオープンした「美瑛彩レストランなごみの森厨房」

美瑛カレーうどんに認定されました
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　美瑛町農業総生産の平成 28 年度実作付
面積が、このほどまとまりました。
　総面積は 11,600㌶。品目的な傾向とし
て、水稲では前年比 12㌶減の 925㌶。麦
類は前年比 4㌶の増の 3,243㌶と、一昨年
に続き 3,200㌶台を維持したものの、麦の
作付占有率は 28％となっています。
　低価格推移の豆類は 933㌶の作付で、減
少が予想されていたものの、1千㌶の大台
を割り込むものとなっています。

水稲
　良質食味の生産を目指す水稲の総作付面
積は 925㌶で、前年比 12㌶の減。振興計
画での目標面積は 945㌶であり、やや面積
未達となっていますが、昨年商標登録をし
た「美瑛米」は堅調に推移した販売となっ
ています。

豆類
　豆類の総作付面積は 933㌶で、前年比
127㌶の大幅減。作付占有率は 8％と一層
低下し、輪作上も不安定な面積となってい
ます。小豆作付は 171㌶で前年比 151㌶の
大幅減。主産地である十勝の作付予想も前
年を下回るとされ、加えて生育障害も報告
されており、素俵価格の好転が予測されて
います。

馬鈴薯
　本年作付は 834㌶と、前年比微増となっ
たものの、依然として低推移にあります。
振興計画での目標面積は 1,103㌶で、76％
の到達率となっています。加工用途を中心
に、安定生産・作付が求められている品種
です。

小麦
　振興計画での目標面積は 3,107㌶。経営
安定対策での直接所得に関連し、昨年・一
昨年と 3,200㌶台を確保しており、作付占
有率も 28％と高くなっています。

青果
　青果全体の作付面積は 1,056㌶で、前年
比 85㌶の増となっています。
　振興計画での目標面積は 1,198㌶で面積
では 142㌶の未達となっています。トマト
は振興計画で 100㌶を目標としていますが、
平成 28年は 44㌶の生産面積となりました。
玉ねぎは 146㌶で、昨年比 58㌶の増とな
り、主産品目としての位置づけの基礎づく
りがなされました。

総面積 11,600㌶
農業総生産

122 億円余り目指す
小麦3,243㌶で定着
豆類933㌶で大台割る

水稲

豆類

馬鈴薯

青果

小麦



◆いもち病（水稲）
１）薬剤防除
　穂イモチでは出穂期防除が基幹防除となります
が、葉イモチの発生が多く出穂期間が長引く場合
は、穂が完全に揃うまで１週間間隔で追加防除を
行います。
　QoI 薬剤系統は、耐性菌発生のリスクが高いと
され、使用は年１回が推奨されています。薬剤系
統を、防除暦で再確認してください。
２）耕種的防除
　耕種的防除は、前号で紹介した病害防除の要点
のうち、「①病菌の増殖環境を阻害する　②作物の
抵抗力を増す」が主な方針となります。
　耕種的防除法を列記します（表１）。別の見方を
すると、耕種的防除の不十分な田んぼではイモチ
病の多発・早期発生が心配されるので、薬剤防除
を十分にすることが必要です。

表２　ケイ酸の有用性の例

作物 ケイ酸の有用性

イネ
★イモチ病の発生を抑制
★低タンパク米生産に有効

コムギ
ウドンコ病菌糸侵入部位に、ケイ素・
カルシウム等が集積

メロン
ウドンコ病菌を抑制（ケイ酸カリ葉
面散布で）

　　　　　　（★印は、推奨技術に関連する）　
　　　(引用資料：土壌肥料技術体系、農文協ほか)

◆カメムシ類防除（水稲）
　斑点米の原因となるカメムシ類の防除は、出穂期
及び７～ 10日後の２回の茎葉散布が基本的な体系
となります（ただし、出穂期の７～ 10日後に、キ
ラップ剤、スタークル剤を使用する場合は、出穂
期のカメムシ防除は省略可）。
　病害虫防除では、ミツバチへの被害防止の配慮
が大切です。

◆ケイ酸資材
　ケイ酸はイネには重要な養分で、水田の土壌診
断基準の一つにもなっています。
　他のイネ科作物にも有益な養分であるだけでな
く、広葉作物でもケイ酸が病害抵抗性に有用であ
る試験結果も多くあります（表２）。

　ケイ酸資材は、成分を区分すると次の３つに大
別されます（①全ケイ酸　②可溶性ケイ酸　③水
溶性ケイ酸）。このうち作物に吸収されやすいのは
②③とされています。
　また、他の成分（カルシウム・加里など）と配
合されて製品化されています。土壌養分状態や作
物に応じて資材を選択します。
　潅漑水中の水溶性ケイ酸は土中のアルミニウム
と結合しやすく、アルミニウムは馬鈴しょソウカ
病と関連が深い、との報告例もあります。水溶性
ケイ酸は、河川水にも多く含まれますが、土壌中
の有効態ケイ酸は十分ではない圃場も多くみられ
ます。土壌診断が基本となります。

（生産資材課　技術相談員記）
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生産
資材技術情報生産
資材技術情報

営農ホット
ライン

H O T L I N E
8 月の技術対策と資材

表１　イモチ病の耕種的防除

①　育苗ハウス内・周辺に、モミガラ・稲ワラを放置
しない。

②　代掻き後に畦畔にあげたワラゴミを処分する。

③　さし苗の残りを、遅くまで本田に放置しない。

④　チッソ肥料の多用を避け、地力を高める。

⑤　ケイ酸資材を施用する。

　　　　　　　　(引用資料：道防除ガイド)

　８月の水稲では、水管理と病害虫防除が重
要となります。
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青
年
部
と
し
て
魅
力
の
あ
る
研
修
に
し

よ
う
と
、
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
研
修
先
を

選
び
、
部
員
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
い
う
想
い
か
ら
話
し
合
い
を
重
ね
た

結
果
、
次
の
視
察
先
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

中
で
も
「
㈱
植
松
電
機
」
は
昨
年
の
年
末

に
放
送
さ
れ
て
い
た
「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」

と
い
う
ド
ラ
マ
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
こ

と
で
有
名
な
企
業
で
す
。

夢を諦めない
多くを学んだ研修
青年部（中野隼太部長）は、７月 6
日から 7月 7 日にかけて青年部視察
研修を行いました。青年部員１７名事
務局１名の計１８名にて１日目「神内
ファーム 21」「ヤンマーアグリジャ
パン北海道カンパニー」２日目「ＪＡ
北海道中央会」そして、「㈱植松電機」
での研修です。

　

ド
ラ
マ
「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」
は
、
中
小

企
業
が
独
自
の
技
術
で
、
大
企
業
と
闘
う

姿
が
描
か
れ
た
も
の
で
し
た
。
夢
を
追
う

男
の
ド
ラ
マ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な

ド
ラ
マ
の
モ
デ
ル
に
な
る
人
は
ど
ん
な
人

な
の
だ
ろ
う
？
と
私
自
身
も
期
待
し
て
い

ま
し
た
。

　

最
初
に
植
松
社
長
の
容
姿
を
見
た
と
き

は
、
ド
ラ
マ
で
演
じ
て
い
た
阿
部
寛
の
よ

う
な
背
の
高
い
イ
ケ
メ
ン
を
想
像
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
薄
い
髪
に
背
の
低
い
お
じ

さ
ん
だ
っ
た
と
知
っ
た
と
き
に
は
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
植
松
社
長

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
は
、
夢
と
そ
れ
に
対
す

る
姿
勢
、
そ
し
て
自
信
を
持
つ
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
講
義
を
聴
講
し
た
青
年

部
員
各
々
が
考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
２
時
間
近
い
講
義
を
終
え
た
後

に
、
植
松
社
長
が
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め

ず
に
作
っ
た
固
形
燃
料
で
飛
ば
す
小
さ
い

ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
打
ち
上
が
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
見

た
と
き
、
植
松
社
長
を
は
じ
め
と
す
る
㈱

植
松
電
機
社
員
19
名
の
熱
い
想
い
や
夢
な

ど
様
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
青
年
部
視
察
研
修
は
、

よ
り
魅
力
の
あ
る
研
修
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
特
に
㈱
植
松
電
機
の
植
松
社
長
に
は

「
ど
う
せ
無
理
」
と
い
う
夢
で
も
諦
め
ず
、

夢
を
持
っ
て
仕
事
を
す
れ
ば
自
信
が
つ
き
、

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
学
び
ま
し

た
。（
報
告
：
理
事　

藤
原　

要
）

組織活動で交流会
“絆づくり”今こそ

　ＪＡ組織の絆づくりを深
める「組織活動交流会」が
12 回目を数えて、７月 13
日、ＪＡ３階大ホールにて
今年も開催されました。こ
の交流会は組織活動活性化
のひとつとして、報徳社・
青年部・女性部・フレッシュ
ミセス会の皆さんやＪＡ役
員が一堂に介し行っている
ものです。今年も抽選会や
腕ずもう、すもうなどのア
トラクションが用意され、
大変な賑わいとなりました。
夏の風物詩の交流会ですが、
管理作業の息抜きともなり
ました。

フォトスケッチ

ヤンマーアグリジャパ
ン北海道カンパニーに

て

報徳社　浦島社
長のあいさつ

バトル開始？！

白熱した
腕ずもう

沢山の景品が用意された抽選会

じゃんけん大会
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女性部で町外
研修

フレッシュ
ミセス会 夏期研修

ミュージカル
WICKEDで
魔法にかかる！

世界にひとつ
オリジナル
アレンジメント

　

女
性
部
（
坂
田
友
子
部
長
）
で
は
、
７
月

８
日
町
外
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
５
回
目
と

な
る
毎
年
公
表
の
劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
観
劇
で
、今
年
の
演
目
はW

IC
K
ED

【
も

う
一
つ
の
オ
ズ
の
物
語
】、
総
勢
四
十
六
名

で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
で
札
幌
へ
移
動
し
て
、
車
中
も
久
し

ぶ
り
に
逢
う
部
員
さ
ん
達
と
の
明
る
い
笑
い

声
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ラ

ン
チ
会
場
の
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
到
着

し
ま
し
た
。
ど
れ
を
食
べ
よ
う
か
迷
う
ほ
ど

の
品
数
の
ビ
ュ
ッ
フ
エ
メ
ニ
ュ
ー
を
前
に
つ

い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
美
味
し
く

楽
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

劇
場
に
入
る
と
、
巨
大
な
ド
ラ
ゴ
ン
が

…
…
。
異
空
間
を
演
出
し
て
い
て
、
魔
法
の

国
へ
と
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
上
演

時
間
は
休
憩
時
間
も
含
め
て
約
３
時
間
。
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と
、
幕
が
上
が

る
前
に
突
然
、
キ
ャ
ス
ト
の
登
場
で
ス
ト
ー

リ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。『
オ
ズ
の
魔
法
使

い
』
の
ド
ロ
シ
ー
が
オ
ズ
の
国
に
迷
い
込
む

ず
っ
と
前
に
起
こ
っ
た
、
二
人
の
魔
女
の
出

会
い
の
物
語
で
す
。
愛
と
使
命
と
友
情
と
、

共
感
を
掻
き
立
て
る
劇
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
。

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
開
幕
以
来
、
世
界
中
で

大
反
響
、
全
て
が
圧
巻
の
ス
ケ
ー
ル
で
見
る

人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
、
人
生
が
変
わ
る
ほ
ど

の
感
動
を
く
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
の
で

す
。
素
晴
ら
し
か
っ
た
見
ど
こ
ろ
は
、
特
に

①
舞
台
装
置
と
照
明
が
息
を
の
む
美
し
さ
で
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
を
描
き
出
し
て
い
た

と
こ
ろ
②
２
０
０
着
以
上
の
衣
装
に
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
セ
ン
ス
と
こ
だ
わ
り
が
息
づ
い
て

い
て
、
同
じ
も
の
は
一
つ
も
な
く
見
き
れ
な

い
ほ
ど
だ
っ
た
と
こ
ろ
③
多
彩
な
音
楽
で
中

世
風
の
コ
ー
ラ
ス
、
ポ
ッ
プ
ス
か
ら
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
風
ま
で
の
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
曲
と
、

ダ
ン
ス
も
素
晴
ら
し
く
、
終
始
舞
台
に
目
を

奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

魔
女
の
愛
と
友
情
に
感
動
し
、
あ
っ
と
い

う
間
の
時
間
に
、
日
頃
の
忙
し
い
日
常
か
ら

離
れ
、
素
敵
な
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
楽
し
い

ひ
と
時
で
し
た
。
送
り
出
し
て
く
れ
た
家
族

に
感
謝
し
つ
つ
、
来
年
も
楽
し
い
一
日
を
過

ご
せ
る
よ
う
農
作
業
に
励
み
ま
す
。

（
報
告
：
書
記　

鹿
島
春
美
）

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
（
藤
原
よ
し
み

会
長
）
で
は
、
７
月
５
日
Ｊ
Ａ
び
え
い
３

階
で
夏
期
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
澤
監
事
を
講
師
に
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

ピ
ン
ク
・
ブ
ル
ー
・
イ
エ
ロ
ー
の
バ
ラ

の
中
か
ら
一
色
を
選
び
、
準
備
を
し
て
く

れ
て
い
た
、
バ
ラ
・
あ
じ
さ
い
・
か
す
み

草
・
ワ
イ
ヤ
ー
・
テ
ー
プ
・
リ
ボ
ン
・
ピ
ッ

ク
を
使
い
、
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
ー
ト
。

　

初
め
て
の
方
が
多
い
中
、
手
際
よ
く
ワ

イ
ヤ
ー
を
通
し
た
り
、
テ
ー
プ
を
巻
い
た

り
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
ス
良
く
花
器
に
飾
り
付
け
、
世
界

に
ひ
と
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
が
で
き
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

水
や
り
が
不
要
な
の
に
長
持
ち
な
と
こ
ろ
。

忙
し
い
主
婦
に
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

昼
食
は
、
美
瑛
選
果
の
ア
ス
ペ
ル
ジ
ュ
。

近
い
け
れ
ど
、
あ
ま
り
行
く
機
会
が
な

か
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
料
理
が
出
て
く
る

の
か
ワ
ク
ワ
ク
で
し
た
。「
こ
れ
は
何
の
野

菜
？
」「
ど
う
や
っ
て
食
べ
る
の
だ
ろ
う
」

と
会
話
を
し
な
が
ら
、
順
番
に
出
て
く
る

料
理
を
ペ
ロ
リ
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中

で
も
、
じ
ゃ
が
い
も
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
と
メ

イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
ハ
ム
が
人
気
で
し
た
。

　

毎
日
家
事
や
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
終
始
会
員
の
皆
さ
ん
の
と
て
も
楽
し

そ
う
な
会
話
や
、
笑
い
声
が
あ
り
、
充
実

し
た
一
日
で
し
た
。
快
く
送
り
出
し
て
く

れ
た
家
族
、
今
回
講
師
を
引
き
受
け
て
準

備
を
し
て
頂
い
た
中
澤
監
事
に
感
謝
し
つ

つ
、
ま
た
家
事
・
仕
事
を
頑
張
り
ま
す
。

（
報
告
：
書
記　

藤
田
絵
理
）

期待を胸に劇団四季に
入場する

皆さん

完成したブリザーブドフラワーを手にする皆さん



【全体運】楽しいことに幸運が。旅行や飲み会な
ど、レジャーに誘われたら気軽にＯＫし、出掛け
てみて。創作活動も◎

【健康運】体力アップに最適。スポーツを満喫して
【幸運を呼ぶ食べ物】トマト

【全体運】思い込みで行動してミスしがち。確認
作業を忘れずに。また、安請け合いはトラブル
のもと。シビアに現状認識を

【健康運】運動不足に注意。小まめに動くのが正解
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】思い切って、やりたいことにトライすれ
ば新たな発見があるはず。話題のジャンルやア
イテムに注目するもの吉

【健康運】日々の疲労解消が大事。入浴がお勧め
【幸運を呼ぶ食べ物】スダチ

【全体運】趣味など、好きなことに時間を使いたい
月です。プライベートの充実が好運の呼び水に。
ガーデニングもグッド

【健康運】規則正しい生活リズムを心掛ければ平穏
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

【全体運】温めていたプランを実行に移すのにベ
スト。積極的にアクションを起こして。自己アピー
ルも成功する可能性大

【健康運】好ペース。伸び伸び過ごせば、問題なし
【幸運を呼ぶ食べ物】カマス

【全体運】サービス精神を発揮すると、運が巡っ
てくる期間。周囲との和を第一に考えて。ひらめ
きアップには音楽観賞を

【健康運】食事の質を向上させて。体調に好影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】桃

【全体運】人との交流から得るものが大きい気配。
初対面の相手にもフランクに話し掛けて。グルー
プレジャーもラッキー

【健康運】ウォーキングなど、気軽にできる運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】パプリカ

【全体運】神経質になりやすい傾向にあり。深刻に
考えず、肩の力を抜いて楽に構えましょう。鏡
の前で笑顔を作ると開運に

【健康運】ストレス発散には食べるより動くのが吉
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴーヤー

【全体運】普段以上に行動力が高まりそう。やりた
いことがあれば、大胆に行動に移してみて。海外
に関する事柄にもつき

【健康運】疲れを感じやすい月。早めの就寝が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ナス

【全体運】物事を悪い方に受け止めてしまう暗示。
意欲的にプラス思考を。リフレッシュには自然の
中で過ごすのがベスト

【健康運】不調を感じたら、十分な休養を忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】ウニ

【全体運】何かと迷いやすく、優柔不断になってし
まうかも。一人で悩まず、身近な人に助言を求
めて。深呼吸も効果的

【健康運】体のゆがみを正せば健康体に近づけそう
【幸運を呼ぶ食べ物】シシトウ

【全体運】周りに対する不平不満や愚痴ばかり口
にしやすく、運気がダウンを招く恐れ。小さなこ
とに感謝の心を大切に

【健康運】気分が暗くなりがち。お笑いを楽しんで
【幸運を呼ぶ食べ物】カワハギ
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☆
当
選
者
は

山　

家　

成　

江
さ
ん

佐　

藤　

淳　

子
さ
ん

鎌　

田　

順　

子
さ
ん

寺　

林　

律　

子
さ
ん

杉　

山　

み
ど
り
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
ス
ス
キ
や
団
子
を
供
え
て
月
を
観

賞
し
ま
す

②
芸
事
の
家
元
の
こ
と

③
―
―
は
熱
い
う
ち
に
打
て

④
お
遍
路
さ
ん
が
ぐ
る
り
と
巡
る

⑥
寝
相
の
悪
い
人
は
蹴
飛
ば
し
て
し

ま
い
が
ち

⑧
夫
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す

⑩
ゆ
っ
く
り
し
た
速
さ
で
走
る
こ
と

⑫
丸
々
と
し
た
―
―
の
よ
う
な
赤

ち
ゃ
ん

⑭
巨
峰
、
ピ
オ
ー
ネ
、
マ
ス
カ
ッ
ト

ベ
リ
ー
Ａ
と
い
え
ば

⑯
花
束
に
結
べ
ば
い
っ
そ
う
華
や
か

に
⑱
宣
伝
な
ど
を
書
い
て
通
行
人
に
配

る
物

①
分
速
を
60
倍
す
る
と

③
―
―
に
か
け
て
育
て
た
作
物

⑤
無
の
反
対
語

⑥
（　

）
や
【　

】
な
ど
の
こ
と

⑦
結
婚
式
で
ご
祝
儀
を
渡
し
た
り
芳

名
帳
に
記
入
し
た
り
す
る
場
所

⑨
引
い
て
当
た
り
外
れ
を
決
め
ま
す

⑪
一
重
の
人
も
二
重
の
人
も
い
ま
す

⑬
あ
ま
り
腕
の
良
く
な
い
医
者
の
こ

と
⑮
鳥
籠
の
中
に
付
け
る
棒

⑰
マ
ツ
タ
ケ
を
―
―
蒸
し
に
し
て
食

べ
た

⑲
―
―
の
よ
う
に
丸
い
月

⑳
カ
メ
や
カ
ッ
パ
の
背
中
に
付
い
て

い
ま
す

㉑
プ
ロ
レ
ス
の
試
合
で
「
カ
ー
ン
」

と
鳴
ら
し
ま
す

Ａ
→
Ｅ

『
セ
ン
プ
ウ
キ
』
で
し
た

Ｅ

18

20

21

19

7

Ｅ

18

20

19

7

フ
ア
ン

ア
シ
カ

ウ
ズ

ス
パ

バ
リ
キ
テ
ン

ン イ
ツ
プ
ク

ト
グ
ロ

サ
イ
コ

メ
ン

ヨ
リ
ミ
チ

マ
キ
エ

セ
セ
ラ
ギ
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　ＪＡびえいでは、お忙しくて年金事務所へ行
かれない方のために、年金請求手続を無料で代
行しています。日本年金機構からお知らせが届
きましたら、ぜひご相談ください。（ＪＡびえい
で年金受給の方に限ります。）

【年金請求代行の流れ】
①お電話もしくは金融店舗窓口へご相談くださ

い。
②必要書類をご案内いたします。
③ご都合の良い日に必要書類をご持参ください。
④請求書類に必要事項をご記入いただきます。
⑤当ＪＡ担当が年金事務所に請求書類一式を提

出します。
⑥年金証書が届くのをお待ちください。

年金請求手続代行サービス

FARM LAND からのお知らせ

	

	 	

☎92-3455　FAX92-3488

日動工業	 	 	
ダイナミックファン

大好評の	
アルミコンテナステップ

￥47,304
　　　　　（税込）	

豆・芋の風乾に	
牛舎にも最適

セイカン
アルミコンテナステップ

￥10,080（税込）

ラクラク安全に登ることができます。
農業用鉄コンテナに入れた収穫物の確認や、
ならし作業に大人気。奥様やパートさんの
作業負担を軽減できます。
トラックのあおりにも使
用可能です。快適、安全
な作業を実現するコンテ
ナステップ。アルミ製で
持ち運びも簡単。
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　　　農作業中の熱中症に注意しましょう！

研修センター　☎92-0588

農機協

どかんと農業まつりどかんと農業まつり

営農部　☎68-7014

今年も夏がやってきました！生産者と消費者が触れあえ
る丘のまちフェスティバル「どかんと農業まつり」が開
催されます！   美瑛産農畜産物販売のほか、各種イベン
トをご用意しております。みなさまのご来場をお待ちし
ております！

８月20日（土）

10：00～21：00
ＪＲ美瑛駅前特設会場

ひるノリ歌謡曲
吉川のりお・戸川よし乃・石原詢子

石原詢子吉川のりお 戸川よし乃

写真は昨年の農業まつりの様子です。
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　注目されていた参議院議員選挙が終了した。結果論は別にしても、食料
安全保障論やＴＰＰの問題には触れない候補者が涙を呑んだように思えた。
ＴＰＰの受入れは農業立国「北海道」の経済を崩す出来事として一貫して
反対の立場を保ってきた。農業者の思いがその結果と言える。
　今、農産物輸出額で上位を占めている国の多くが米国を始めとする先進
国である。裏を返せば食料自給が確実に賄われているのである。そのよう
な中で、日本は農業にお金をかけずに食料品を外国に頼っている。本当に
それで良いのかと言うことを国民全体で考えなければならない。ＴＰＰ発
効までは数年を要するが、この間に生産者が消費者に対し安全な農産物を
安心して届けられる関係を強化しておけば、恐れることはないと思うのだ。

741 人

1,863 人

239 億  9 百万円

76 億 99 百万円

 11 億  5 百万円

39 億 57 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 28 年 6 月末）

発生件数　　2 件（ 11 件）　《 8 件》
　　負傷　　2 人（ 11 人）　《 8 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《 0 人》

（　）は 28 年度累計　《　》は昨年同期累計

（7月 20日現在）

7

2日（火）　大豆・小豆第一期圃場審査

15日（月）　ＪＡ臨時休業（～１６日）

20日（土）　どかんと農業まつり

25日（木）　百合根振興会全道大会（～２６日）

26日（金）　百合根部会消流懇談会
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第15回理事会　6月29日（水）
■議案審議事項
議案第１号　外部出資の増口について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　販売中止見舞金規程の制定について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　ディスクロージャー誌の策定による

開示について
・原案どおり承認されました。

第16回理事会　7月20日（水）
■議案審議事項
議案第１号　自己査定に係る不動産評価額（土地）

の設定について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　従業員に対する燃料手当について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①平成 28年度上半期決算事務処理日程（案）につ
いて

②平成 28年度甜菜立会人の選任について

農作物の
生育状況

7/15 現在
上川農業改良普及センター

大雪支所

 普及センター大雪支所は
7/15 現在の農作物生育状
況定期調査を発表しました。
全道的に天候不順が心配さ
れ、水稲・小豆類・春まき
小麦に生育遅れが目立つと
ころですが、今後の天候回
復に期待がかけられます。

■生育状況
・水　稲　　→遅速 -4 日
・春まき小麦→遅速 -3 日
・秋まき小麦→遅速 -1 日
・馬鈴薯　　→遅速± 0 日
・小豆　　　→遅速 -5 日
・てん菜　　→遅速 -2 日

　年金友の会（谷口健三会長）では、
7月６日から８日にかけて、やすら
ぎの旅を開催致しました。４５名の
参加を頂いた旅行は、晴天にも恵ま
れ、とても晴れやかな旅になりました。
　行先は道東の網走方面で、サロマ
湖鶴雅リゾートやオホーツク流氷館、
天都山展望台などの人気スポット。
　海と山の大自然に囲まれた知床さ
いはて市場やオホーツクビアファク
トリーなどで美味しい食も堪能。
会員の皆さんの交流が深まり、とて
も和やかな旅となりました。

年金友の会
やすらぎの旅


